
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

381 381

新型コロナウイ
ルスの感染状況
を踏まえ、受講
者ニーズに合わ
せた各種救命講
習会を開催す
る。

実績等による。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

救
急
課

応急手当普及啓発事
業

担
当
課

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

現状継続とする。令和3年度は新型コロナウイルス感染症の流行により、例年と比べ講習会回数が減少した。今後も感染状況を踏まえ、受講者ニーズに
合わせた各種救命講習会を開催し、救急車が到着するまでの応急手当の普及拡大を図り救命率向上に努める。また、感染拡大防止のため国が示すガイド
ラインに沿った講習会とし受講者の安全に努める。

救急車が到着するまで重篤な傷病者に対
して迅速・的確な応急手当ができる市民
（バイスタンダー）を養成するため、AED
の取扱いを含めた救命講習会を開催し救
命率の向上を図る。

①救命講習会
　講習回数　40回
　受講者数　905人
　（内訳）
　普通救命講習　23回
　　　　　　　　543人
　上級救命講習　1回
　　　　　　　　10人
　入門コース　　12回
　　　　　　　　325人
　その他　　　　4回
　　　　　　　　27人
②訓練用物品の購入

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

施策 3-2-3 救急救命体制の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

1,685 27 1,658

①就業中病院研修×12人
②就業前病院研修×3人
③気管挿管再認定講習×3人
④気管挿管(ﾋﾞﾃﾞｵ含む)病院研
修×1人
⑤ﾋﾞﾃﾞｵ硬性喉頭鏡講習×2人
⑥ﾋﾞﾃﾞｵ硬性喉頭鏡病院研修×
1人
⑦指導救急救命士研修×1人
⑧救急活動事後検証
⑨石狩後志地方連絡調整会議
(1回)
⑩石狩後志地域検証部会(2回)
⑪石狩後志地域教育部会(2回)
⑫石狩後志研修会(合同2回・
地域2回)
⑬MC体制構築負担金
⑭特定行為資器材の購入

北海道市町村
振興協会助成
金

実績等による。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

救
急
課

救急体制強化事業

担
当
課

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

市民に対する安心安全な救急サービスの提供のため、救急救命士は救急救命処置の質と技術の維持向上を目的に２年間で１２８時間に相当する研修が必
要である。令和３年度は新型コロナウィルス感染症の流行により病院実習が中止となったが、今後も病院実習等と合わせて救急救命士を指導する指導的
立場の救急救命士と専門的知識及び高度な技術を有する各種認定救急救命士を養成して知識と技術の向上を図るため現状維持とする。

医師による事後検証や病院実習等を通し
て救急隊員の資質向上に努め、救急活動
中は医師の指示で救急救命士が特定行為
（薬剤投与等）を円滑に実施することに
より救命率の向上を図る。また、指導的
立場の救急救命士を養成し救急現場技術
の向上を図る。

救急救命士研修
①就業中病院研修×1人
②就業前病院研修×4人
③気管挿管再認定講習×2人
④気管挿管（ﾋﾞﾃﾞｵ含む）病院研
修×1人
⑤ﾋﾞﾃﾞｵ硬性喉頭鏡講習×2人
⑥ﾋﾞﾃﾞｵ硬性喉頭鏡病院研修×1
人
⑦指導救急救命士研修×1人
⑧救急活動事後検証（89件）
⑨石狩後志地方連絡調整会議（1
回）
⑩石狩後志地域検証部会（2回）
⑪石狩後志地域教育部会（2回）
⑫石狩後志研修会（合同2回）
⑬MC体制構築負担金
⑭特定行為資器材の購入

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

施策 3-2-3 救急救命体制の充実


